
龍ケ崎市市民活動センターだより  VOL.１２０ 

発行枚数 650枚 メール配信 100団体 

発行人 指定管理者NPO法人茨城県南生活者ネット 龍ケ崎市市民活動センター長 田沼信之 

 
                市民活動状況 

 

  市内ＮＰＯ法人数      ３３ 団体 

  当センター登録団体数   １４２ 団体 

  当センター登録会員数   ６，７８７人 

  ６月月来館者数            ２，３３９人 

  ６月印刷機利用枚数  ３１，０４８枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 

          E-mail r-suwan@titan.ocn.ne.jp  URL http://r-shimin.sakura.ne.jp/ 

今月のトップニュース センター長の 「目指せ！市民活動日本一」 その７９ 

先人に続け！コマツ創業の人・竹内明太郎伝「沈黙の巨星」を読んで・・・ 

「沈黙の巨星」はNPO法人龍ケ崎の価値ある建造物を保存する市民の会の仲間から紹介され

て読んだ最近の感動作である。 

歴史本にはまり２冊/月のペースで読破。読書は私の元気の源でもある。 

ＮＰＯ仲間によると、竹内明太郎は龍ケ崎に位置する「竹内農場」の開設者であり、 

西洋を模倣し近代的農場経営を目指した実業家でもあった。 

ＮＰＯは竹内農場西洋館保存調査を通じて竹内明太郎が小松製作所創業者であることを知り、明太郎故郷の

高知県宿毛市への調査研究のための助成金獲得に挑み１６倍の難関を突破。助成財団主催の「地域交流会

in金沢」に参加した縁でコマツ粟津工場への訪問が実現。 

会社幹部から氏は鉱山経営、機械工業経営、早稲田大学理工学部の創立等に取り組んだコマツの誇る偉大

な創業者と聞かされ、書籍をいただいた。 

発行者は伝記発刊と顕彰銅像建立委員会。編集者は小松市商工会議所機械金属業部会。「沈黙の巨星」とい

うタイトルで北国新聞社から発刊されている。 

この本を同じ内容でコマツが再編集し全社員に配られ、創業の伝統が今

なお全社員に浸透し、「世界のコマツ」として更なる高みを目指す挑戦者

集団の原動力として脈々と継承されているという。 

 

取り組む規模には月とスッポン程の差はあるものの、「市民活動日本一」

を目指す龍ケ崎で働く小職には「爪の垢を頂戴できないものか？」と久し

ぶりに壮大な人生の足跡に巡り合い、感動を享受し、２度読みしている。 

読み返しが続いているのでなかなか前に進まない。座右にしたいので別

冊を購入した。 

まいりゅうサロン 

２０１９年８月号 

佐貫駅西口支所「まいりゅうサロン」 

７月８日（月）オープン。常磐線を跨いで、６号

線側に初めて設立された市民の居場所。 

長年の地域の皆さんのが心待ちにしていたし

ていたという。 

社会福祉協議会主催のオープンニングセレモ

ニーには市長、他、地域の関係者が参加する

盛大なものとなった。 

これからの元気なまちづくりに欠かせない居

場所はいくらあってもいいと思っている。 



市民活動応援市の開催企画がスタートしました  １１月１６日（土）開催 
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月と木星・土星をみよう！星空観察会開催 
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今回の改善事項は買い物客を含む参加者増加策の立案・実行。 

前回は「食べ物」販売量が不足し、昼前のお帰りが・・・ついては食

べ物については、市民活動団体に限定することを解除してフード

コーナーの充実。（赤飯・お餅・総菜等検討） 

一方、市と共有する政策課題は「幅広い年代層の市民活動への参

加」です。今回は小学生を対象にした「第一回 子ども絵画コンクー

ル」を企画しました。 

その他館内利用も含めて、新たな試みに挑戦します。 

これまで市民活動センター登録団体限定の応援市を多くの方が参

加できる市民活動センター利用団体へ出店を呼びかけます。 

（フリーマーケットコーナー）等検討。 

応援市は市民活動団体の活動資金調達を支援するイベントです。 

ただ今、参加団体を募集しています。 

★詳細については随時お知らせします。 

１０月２６日（土）．２７日（日）、流通経済大学で催され

る学園祭「つくばね祭」。 

一般開放されているので、学生だけでなく市民、入学

希望者など大勢が祭りに参加する。 

その祭実行委員会より、市民活動団体への参加よび

かけの要請があった。   

①龍ケ崎ならではの市民活動のＰＲ  

②食べ物の販売では商店の出前に負けない 珍し

い、旨くて、安い を目玉に・・・ 

市民活動センター登録団体に呼びかけ 龍ケ崎の目指

す「市民活動日本一」を出前することで 龍ケ崎市 い

いところだよ・・を演出させていただきたいと思います。  

流通経済大学（龍ケ崎キャンパス）文化祭「つくばね祭」への市民参加 

夏の星空観察会を開催します。 

開催日：８月１１日（日） 

      午後６時半～８時 

場 所：市民活動センター駐車場 

    （雨天の場合、室内で上映会等） 

参加費：３００円/１人 

    （保険・資料代） 

※小学生以下は保護者同伴 

参加募集：40人（要予約） 

 

申し込み：市民活動センター 

      ０２９７－６３－００３０ 講師：田中千秋先生 

 天体写真家 

 神津牧場天文台副台長 

昨年のつくばね祭の様子 


